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今後の予定 

 

★2月 2日(金)～3日(土)  

 第１２回中央委員会 

～第２回全国書記長会議 

 

★2月 11日(日)AM／PM 

 第７回地本執行委員会 

  ～第２回支部長書記長会議 

 

★３月１日(金)‥春闘第一波行動 

 日本郵政本社前行動  

  ～国会議員会館にて 

    「院内集会」 
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０
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２
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催
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中中国国 

郵政産業労働者ユニオン中国 

【 小野委員長  開会挨拶の様子 】   

『特別決議』（1/２０採択）を裏面に掲載。 

 

 

 

【 懇親「旗びらき」の一コマ 】 
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イスラエルのガザに対するジェノサイドに抗議し即時停戦を求める特別決議 

 

 昨年 10月に始まったイスラエルのガザ地区に対する大規模な報復攻撃の開始から３か月が

経過した。ガザでの死者数は２万４千人に達する（1/15 現在）と報じられている。国連をは

じめ各国が停戦に向けた努力を続けているが「ハマス殲滅」を掲げるイスラエルにジェノサ

イドを止める気配は見えてこない。病院をも攻撃目標に加え多くの子供を含む一般市民の犠

牲を顧みないイスラエルのこの蛮行に対し、世界の各地で大衆的な抗議活動が行われるなど

国際社会の批判はますます高まっている。 

 

 広島でもイスラエルによるガザ地区へのジェノサイドに抗議する集会が行われており、原

爆ドーム前では昨年 10 月 13 日から市民によるスタンディングが毎晩続けられ、パレスチナ

問題の根本的な解決を訴えている。 

 昨年５月に開催されたＧ７サミット。評価はさまざまだが広島の知名度は確実に広まって

おり、広島から世界に向けて発信する平和のメッセージはこれまで以上にインパクトの強い

ものとなっている。広島の県民市民として戦闘の即時中止を求めることはもとより、広島に

拠点を置く大衆組織・労働組合として訴えていくことも重要と考える。同時に、広島の企業、

議会や首長が、世界中の企業や議会とともに「過ちを繰り返してはならない」と強く発信す

ることが、武力によらず国際世論に基づく最も平和的な解決方法につながるものと確信する。 

  

 パレスチナの戦火はイエメンにも飛び火している。世界中に拡散する危険性もある。暴力

は、新たな憎悪と報復を生むだけで何の解決にもならない。私たちは、こうした武力による

紛争解決を望まない。国連の場において、パレスチナの和平について真摯に議論されること

を望む。第 12回中国地方委員会の総意としてこれを決議する。 

 

 

 

 

 

 

2024年 1月 20日 

第 12回郵政産業労働者ユニオン中国地方委員会 

 

 


